
2021（令和３）年度　伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（伊賀市） （令和３年12月13日現在）

【基本方針１】誰もが文化芸術に触れ合える機会の創出（施策の方向Ⅰ　心の豊かさを目指して、Ⅱ 文化芸術をすべての市民に）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 15人 14人
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催数  2回 1回
6-Ⅰ 7-Ⅰ 開催経費 - -
7-Ⅱ 収入  0円 0円

1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数  15人 15人
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数  1回 1回
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催経費  20,000円 20,000円
6-Ⅰ
7-Ⅱ

7-Ⅰ 収入  0円 0円

1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数  15人  20人
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数  1回  1回
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催経費  0円  0円
6-Ⅰ
7-Ⅱ

7-Ⅰ 収入  0円  0円

1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数  15人  15人
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数  3回  3回
5-Ⅱ 7-Ⅰ 開催経費 30,000円 30,000円
7-Ⅱ 収入  30,000円  30,000円
1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 - -
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数  -  -
5-Ⅱ 7-Ⅰ 開催経費  -  -
7-Ⅱ 収入  -  -
1-Ⅰ 7-Ⅰ 参加者数 - 0人
7-Ⅱ 開催数  - 0回

開催経費  - 0円
収入  - 0円

1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 1,400人 1,115人 1,400人 継続
2-Ⅱ 3-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 中止・廃止
4-Ⅰ 5-Ⅱ 開催経費 519,000円 518,610円 556,000円 他事業との組合せ
7-Ⅰ 収入 - - -
1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 2,000人 500人 2,000人 継続
3-Ⅰ 7-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 中止・廃止
7-Ⅱ 開催経費 1,756,000円 503,660円 1,745,000円 他事業との組合せ

収入 400,000円 64,500円 400,000円
1-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 30人 24人
5-Ⅱ 開催数 1回 1回

開催経費 0円 0円
収入 0円 0円

1-Ⅰ 3-Ⅱ 参加者数 - - - 継続
4-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数  12回  11回  12回 中止・廃止
5-Ⅱ 7-Ⅰ 開催経費  0円  0円  0円 他事業との組合せ

収入  0円  0円  0円

【基本方針２】子どもたちが文化芸術を体感できる機会の拡充（施策の方向Ⅰ 子どもたちの心を豊かに、Ⅱ 成長に即した文化芸術の提供）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 - 2,002人 - 継続
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数 162回 115回 162回 中止・廃止
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催経費 - - - 他事業との組合せ
4-Ⅰ
7-Ⅱ

7-Ⅰ 収入 - - -

1-Ⅱ 2-Ⅰ 参加者数 200人 49人
2-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 7回 3回

開催経費 100,000円 117,092円
収入 100,000円 117,092円

1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 - -
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数  -  -
5-Ⅱ 7-Ⅰ 開催経費  -  -
7-Ⅱ 収入  -  -

【基本方針３】担い手や後継者を育成し次世代へと繋ぐ（施策の方向Ⅰ 人づくりとまちづくり、Ⅱ 多様な人材活用による文化芸術の振興）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 150人 27人 150人 継続
3-Ⅰ 5-Ⅰ 開催数 7回 1回 7回 中止・廃止
7-Ⅰ 開催経費 80,000円 0円 80,000円 他事業との組合せ

収入 80,000円 0円 80,000円

まちづくりアンケート
基本方針 計画時 計画時

まちづくりアンケート
基本方針 計画時 計画時

満足度 44.3% 49.9%

参画度 34.0% 52.0%

5-5
生涯学習14

獅子神楽の継承活動 教育委員会事務局

生涯学習課
伝統芸能（獅子神楽）の継承、郷土文化に愛着を持つ
子どもの育成と仲間づくりを図る。

11

読み聞かせ会 教育委員会事務局

上野図書館
幼い頃から、読み聞かせをすることで、言葉やおはな
しの世界を知り、本に親しむ機会を作る。また、図書館
（室）での読み聞かせ会に参加することで、絵本や本、
図書館に親しみを持ち、読書や図書館利用につなげ
ていくため。

満足度 38.8% 48.5%

参画度 28.9% 40.2%

5-5
生涯学習

49.3% 58.7%

参画度 31.6% 52.5%

6-2
多文化共生

12

ふるさと学習事業
「伊賀焼作陶体験」

教育委員会事務局

生涯学習課
子どもたちが心身ともにゆとりのある生活を送るため、
郷土の産業や伝統文化・環境などの体験を通し、ふる
さとの良さを再発見するとともに、多くの友達との仲間
づくりの機会を与えることを目的とする。

13

子どもの学習支援「こども俳句
教室」

人権生活環境部

市民生活課
伊賀市の小中学校では、夏休みに俳句の宿題がある
が日本語になじみの少ない家庭や語彙が少ない外国
人の子どもにとっては困難な課題である。母語のサ
ポートも受けながら、俳句の作り方などを学び、宿題提
出の支援を行う。また、日本語の文化に触れる機会を
つくる。

10

本庁舎市民ミニギャラリー 企画振興部
文化交流課

市民に広く絵画等の展示場所を提供することで、市民
の文化芸術活動の発表の場を確保するとともに文化
芸術に触れる機会を創出する。

満足度

9

三重県立美術館友の会美術セ
ミナー

企画振興部
文化交流課

県立美術館で実施される展覧会に関係のある講座を
伊賀市で開催することにより、よりバリエーションに富
んだ文化芸術に触れる機会を提供する

6

語学教室 人権生活環境部

市民生活課
異文化理解のきっかけとなるコミュニケーション支援の
一環として、語学教室を開催。

5

多文化共生理解講座
『礼儀作法とお茶』

人権生活環境部

市民生活課
外国人に日本文化の１つであるお茶の文化と和室で
の礼儀作法などを体験する。
外国人の子どもにとってなじみのない畳の上での作法
や茶道について関心を持ってもらう。

64.6%

参画度

4

多文化共生理解講座
『日本の文化を体験しよう』

人権生活環境部

市民生活課
外国人に日本文化の１つである生け花を体験し、日本
の行事や四季植物に関心を持ってもらう。

2

多文化共生理解講座
『春節の文化と台東県の紹介』

人権生活環境部

市民生活課
中国の正月に当たる旧正月の風習の紹介と、MOU協
定をしている台湾台東県DVDで観光紹介とお茶を紹介
した。

満足度 43.2%

満足度 49.3% 58.7%

参画度 31.6% 52.5%

6-2
多文化共生

8

伊賀市民文化祭 企画振興部
文化交流課

文化芸術活動に取り組む市民の日頃の活動の成果を
発表する場として開催することで、市民の文化意識と
活動の向上を図る。

44.6% 55.7%

6-3
文化・芸術

まちづくりアンケート
基本方針 計画時 計画時

7

伊賀市民美術展覧会
（市展「いが」）

企画振興部
文化交流課

市民の造形芸術の創作意欲を高めていただくととも
に、市民文化の向上に寄与する

1

多文化共生理解講座
『ベトナムworldへようこそ』

人権生活環境部

市民生活課
伊賀市で住む外国人のうち約20％がベトナム人です。
彼らの文化や生活の状況などを身近に知ってもらうた
めの講座です。また、地域の外国人がプレゼンテー
ションを行うことにより外国人の活躍場を提供します。

3

多文化共生理解講座
『春節の文化と台東県の紹介』

人権生活環境部

市民生活課
アジアの国では旧正月を祝う文化が根強く残っていま
す。中国の正月飾りなどを紹介するとともにワーク
ショップを行い外国人が大切にしている文化を学ぶ。ま
た、伊賀市在住の中国人たちが旧正月を同朋とともに
祝い、子どもたちへ自国文化に触れさせる機会を提供
する。

（コロナ禍の状況を見ながら今後、実施事業を検討）

（不定期開催のためR3は実施しない）

（R3は№22）

（コロナ禍の状況を見ながら今後、実施事業を検討）

【資料４】



2021（令和３）年度　伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（伊賀市） （令和３年12月13日現在）

【基本方針４】施設の整備・有効活用による文化芸術環境の整備（施策の方向Ⅰ 施設の管理と機能の発揮、Ⅱ 施設の保存と有効活用）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
4-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 - - - 継続
5-Ⅰ 開催数 - - - 中止・廃止

開催経費 60,630,000円 54,120,000円 83,811,200円 他事業との組合せ
収入 - - -

4-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 - - - 継続
開催数 - - - 中止・廃止
開催経費 10,626,000円 9,788,900円 17,600,000円 他事業との組合せ
収入 - - -

4-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 - 継続
開催数 - 中止・廃止
開催経費 6,718,000円 他事業との組合せ
収入 -

【基本方針５】歴史と風土が育む文化芸術の継承と新たな文化芸術の創造（施策の方向Ⅰ 郷土が育んできた歴史・文化の再評価、Ⅱ 新しい文化芸術の創造）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 - 52,907ｱｸｾｽ - 継続
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数 - - - 中止・廃止
3-Ⅰ 3-Ⅱ 開催経費 11,975,000円 12,272,260円 11,975,000円 他事業との組合せ
4-Ⅰ
5-Ⅰ
6-Ⅰ

4-Ⅱ
5-Ⅱ
6-Ⅱ

収入 - 12,094,150円 -

1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 360人 215人 - 継続
2-Ⅰ 3-Ⅰ 開催数 9回 6回 6回 中止・廃止
3-Ⅱ 4-Ⅰ 開催経費 - - - 他事業との組合せ
5-Ⅰ 5-Ⅱ 収入 - - -
1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 - - - 継続
2-Ⅰ 4-Ⅰ 開催数 6回 4回 6回 中止・廃止
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催経費 - - - 他事業との組合せ
5-Ⅱ 収入 - - -

1-Ⅱ 2-Ⅰ 参加者数 20人 14人 25人 継続
2-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 中止・廃止

開催経費 0円 0円 0円 他事業との組合せ
収入 0円 0円 0円

1-Ⅱ 2-Ⅰ 参加者数 140人 継続
2-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 7回 中止・廃止

開催経費 100,000円 他事業との組合せ
収入 100,000円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 500人 180人 10人 継続
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 中止・廃止
6-Ⅰ 6-Ⅱ 開催経費 10,487,000円 9,788,415円 10,558,000円 他事業との組合せ
7-Ⅰ 7-Ⅱ 収入 　0円 0円 　0円
1-Ⅰ 4-Ⅱ 参加者数 - - - 継続
5-Ⅰ 5-Ⅱ 開催数 4回 0回 4回 中止・廃止
6-Ⅰ 6-Ⅱ 開催経費 132,000円 0円 132,000円 他事業との組合せ

収入 　0円 - 　0円
1-Ⅰ 3-Ⅰ 参加者数 - - - 継続
4-Ⅰ 4-Ⅱ 開催数 12回 12回 12回 中止・廃止
5-Ⅰ 5-Ⅱ 開催経費 　0円 　0円 　0円 他事業との組合せ
6-Ⅰ 収入 　0円 　0円 　0円
1-Ⅰ 5-Ⅰ 参加者数 200句 94句 200句 継続
6-Ⅰ 開催数 通年 通年 通年 中止・廃止

開催経費 49,000円 28,000円 49,000円 他事業との組合せ
収入 0円 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 150人 95人 100人 継続
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 中止・廃止
6-Ⅰ 6-Ⅱ 開催経費 - - - 他事業との組合せ
7-Ⅰ 7-Ⅱ 収入 　0円 　0円 　0円
1-Ⅰ 5-Ⅰ 参加者数 120人 59人 120人 継続

開催数 1回 1回 1回 中止・廃止
開催経費 290,000円 280,000円 290,000円 他事業との組合せ
収入 20,000円 8,000円 20,000円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 30人 0人 30人 継続
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 1回 0回 1回 中止・廃止
6-Ⅰ 6-Ⅱ 開催経費 - 0円 - 他事業との組合せ
7-Ⅰ 7-Ⅱ 収入 　0円 0円 　0円
1-Ⅰ 5-Ⅰ 参加者数 200人 0人 200人 継続
6-Ⅰ 6-Ⅱ 開催数 1回 0回 1回 中止・廃止
7-Ⅰ 開催経費 - 0円 - 他事業との組合せ

収入 　0円 0円 　0円

文化ホール改修事業 企画振興部
文化交流課

新型コロナウイルス感染症対策として、伊賀市文化会
館ロビー、楽屋等の空調設備改修を行う。

15

史跡芭蕉翁生家改修事業 企画振興部
文化交流課

経年劣化等で建物が傾くなどしており、観覧施設として
の安全性確保と文化財保存を目的とした保存改修工
事を行う。

6-3
文化・芸術

満足度 43.2% 64.6%

参画度 44.6% 55.7%

16

17

まちづくりアンケート

文化施設改修事業 企画振興部
文化交流課

新型コロナウイルス感染症対策のため、蓑虫庵のトイ
レを洋式化、非接触化するための改修工事を行う。
また、経年劣化等で損傷の激しい伊賀市ミュージアム
青山讃頌舎の板塀の改修工事を行う。

まちづくりアンケート
基本方針 計画時 計画時

基本方針 計画時 計画時

22

ふるさと学習事業
『わら細工「しめ飾り」を作ろう』

教育委員会事務局

生涯学習課
子どもたちが心身ともにゆとりのある生活を送るため、
郷土の産業や伝統文化・環境などの体験を通し、ふる
さとの良さを再発見するとともに、多くの友達との仲間
づくりの機会を与えることを目的とする。

28

しぐれ忌俳句大会 伊賀支所
振興課

俳句啓発、文化交流に寄与すること

30

文部科学大臣賞選考・歌枕俳
枕講座

企画振興部
文化交流課

芭蕉顕彰の一環として、連句、俳諧、俳句などの俳文
学関係著書優秀作を表彰し、俳句啓発に繋げる。

29

土芳を偲ぶ俳句会 企画振興部
文化交流課

芭蕉翁とその弟子である土芳の功績を世に発信し、俳
諧及び俳句の啓発を推進する。

27

しぐれ忌 企画振興部
文化交流課

俳聖松尾芭蕉の功績を称え偉業を偲び、俳諧及び俳
句の啓発と、芭蕉翁生誕地のPRを進める。

26

投句箱事業 伊賀支所
振興課

管内観光施設５カ所に投句箱を設置しており、観光及
び文化の発信に寄与

25

芭蕉翁記念館ギャラリートーク 企画振興部
文化交流課

芭蕉翁記念館の展示について解説し理解を深めても
らうとともに、展示の観覧に付加価値を与えリピーター
の増加を図る。

24

芭蕉翁俳句懸垂幕掲示 企画振興部
文化交流課

芭蕉翁の生誕地であることをPRするとともに、市民等
に芭蕉の句に親しんでもらうことを季節に合った「芭蕉
の俳句」の懸垂幕を掲示し啓発に努める。

満足度 43.2% 64.6%

参画度 44.6% 55.7%

6-3
文化・芸術23

芭蕉祭（式典・月見の献立・全
国俳句大会等）

企画振興部
文化交流課

俳聖松尾芭蕉の功績を称え偉業を偲び、俳諧及び俳
句の啓発と、芭蕉翁生誕地のPRを進める。

20

歴史貴重資料企画展示 教育委員会事務局

上野図書館
伊賀市上野図書館が所蔵する貴重な歴史資料をテー
マを決め、展示することで、郷土の歴史や文化につい
て知る機会を設ける。また、展示により郷土への愛着
心や興味を養い、調べ物や貸出にもつなげていくた
め。

21

親子で歩こう！秋の城下町 教育委員会事務局

生涯学習課
小学生とその保護者を対象に開催し、伝統文化に関
する学びや施設見学を通して自分たちの地域に誇りを
持ち、伝統文化に関心を持つ機会とする。

19

郷土の歴史夜咄会 教育委員会事務局

上野図書館
郷土史を次世代に伝え、研究する人材を育むことを目
的に、学びの機会を提供するため。

満足度 38.8% 48.5%

参画度 28.9% 40.2%

5-5
生涯学習

18

デジタルミュージアム　秘蔵の
国 伊賀

教育委員会事務局

上野図書館
伊賀市等が所蔵する多くの歴史資料等をインターネッ
ト上で公開することで、子どもたちが学校の授業で学
ぶとともに、地域においても文化活動として役立ててい
ただくため、また、全国の人に伊賀の歴史や文化を
知っていただくため、魅力発信ツールとして活用してい
く。

（R2は№12）

（R2は事業計画なし）



2021（令和３）年度　伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（伊賀市） （令和３年12月13日現在）

【基本方針５】歴史と風土が育む文化芸術の継承と新たな文化芸術の創造（施策の方向Ⅰ 郷土が育んできた歴史・文化の再評価、Ⅱ 新しい文化芸術の創造）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 - - - 継続
3-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 中止・廃止
5-Ⅱ 7-Ⅰ 開催経費 400,000円 400,000円 400,000円 他事業との組合せ

収入 - - -
2-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 200人 200人 200人 継続
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 - - - 中止・廃止

開催経費 - - - 他事業との組合せ
収入 - - -

3-Ⅰ 3-Ⅱ 参加者数 - - 10人 継続
開催数 - - 1回 中止・廃止
開催経費 - - 0円 他事業との組合せ
収入 - - 0円

2-Ⅰ 2-Ⅱ 参加者数 20人 14人 20人 継続
5-Ⅰ 開催数 1回 1回 1回 中止・廃止

開催経費 - - 0円 他事業との組合せ
収入 - - 0円

2-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 - - 10人 4人 継続
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 - - 1回 1回

開催経費 - - 9,000円 7,258円
収入 - - 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 30人 0人 30人 継続
4-Ⅱ 5-Ⅰ 開催数 1回 0回 1回 中止・廃止

開催経費 0円 0円 0円 他事業との組合せ
収入 0円 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 30人 0人 40人 継続
5-Ⅰ 開催数 1回 0回 2回 中止・廃止

開催経費 0円 0円 0円 他事業との組合せ
収入 0円 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 30人 0人 50人 継続
5-Ⅰ 開催数 1回 0回 1回 中止・廃止

開催経費 0円 0円 0円 他事業との組合せ
収入 0円 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 60人 0人 60人 57人 継続
4-Ⅰ 5-Ⅰ 開催数 1回 0回 1回 1回

開催経費 10,000円 0円 10,000円 10,000円
収入 0円 0円 0円 0円

1-Ⅰ 4-Ⅰ 参加者数 - - 100人 200人 継続
4-Ⅱ 6-Ⅰ 開催数 - - 2回 1回

開催経費 - - 36,000円 18,000円
収入 - - 0円 0円

1-Ⅱ 5-Ⅰ 参加者数 - - - 継続
5-Ⅱ 6-Ⅰ 開催数 24回 22回 24回 中止・廃止

開催経費 2,300,000円 2,300,000円 2,000,000円 他事業との組合せ
収入 　0円 - 　0円

【基本方針６】観光・産業との連携による文化芸術の全国発信（施策の方向Ⅰ 文化をツールとした地域活性化、Ⅱ 都市の文化的な顔づくり）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
6-Ⅰ 参加者数 1,500人 0人 1,500人 継続

開催数 1回 0回 1回 中止・廃止
開催経費 330,000円 0円 330,000円 他事業との組合せ
収入 330,000円 0円 330,000円

6-Ⅰ 参加者数 248名 274名 13,000人 継続
開催数 1回 3回 1回 中止・廃止
開催経費 9,652,000円 6,073,573円 8,030,000円 他事業との組合せ
収入 9,652,000円 7,433,037円 8,030,000円

1-Ⅱ 3-Ⅱ 参加者数 域内来訪者 ガイド事業50名
域内来訪者

来訪者 継続

4-Ⅱ 6-Ⅰ 開催数 通年 通年 通年 中止・廃止
開催経費 3,579,000円 2,971,363円 6,510,000円 他事業との組合せ
収入 3,579,000円 3,587,234円 6,510,000円

まちづくりアンケート
基本方針 計画時 計画時

まちづくりアンケート

市内で唯一の資料館施設であるが、大山田郷
土資料館の存続については、他の施設への複
合化等も含め、検討する必要がある。

文化財の保存と継承には地域の理解と協力が
不可欠であり、さらに神社や地域の協力を得て
調査等を継続し、講座や現場公開を実施する。

参画度 36.3% 52.4%

特別天然記念物に触れ親しみ合う機会づくりの提供

44

日本遺産　忍びの里伊賀・甲賀
～リアル忍者を求めて～
忍びの里伊賀甲賀忍者協議会
事業

産業振興部
観光戦略課

日本遺産の認定（平成２９年４月２８日認定）を受けた
伊賀・甲賀が世界に誇る共通の観光資源である忍者
について、伊賀流と甲賀流が連携することで、広域的
に観光振興を図ることを目的とする。

41

三重大学伊賀連携フィールド市
民講座

企画振興部
総合政策課

三重大学伊賀連携フィールドを拠点として、国立大学
法人三重大学、上野商工会議所、伊賀市の三者間で
連携協力し、教育・文化・研究の推進を図るとともに、
地域振興上の諸課題に適切に対応することにより、伊
賀地域の充実・発展に資する。

満足度 38.6% 53.0%

参画度 49.0% 57.5%

3-1
観光

39

三重県指定有形文化財(建造
物)春日神社拝殿保存修理事業
にかかる公開講座

教育委員会事務局

文化財課
春日神社拝殿は建設年代が室町時代に遡る三重県
内で最古級で大型の拝殿である。過去の修理から300
年が経過し、経年劣化が著しくなったため根本的な修
理が必要となった。平成28年度から拝殿を解体し、部
材補修のうえ、組み上げる保存修理事業を実施してい
る。（令和４年度完了）

43

伊賀ぶらり体験博覧会　いがぶ
ら

産業振興部
観光戦略課

観光客を受け入れ事業主体を全市的に発掘・育成し、
着地型観光を推進することを目的とする。

42

伊賀上野・城下町のおひなさん 産業振興部
観光戦略課

中心市街地である城下町の風情ある街並みや観光資
源をアピールし、集客交流の促進、地域の活性化や振
興を目的に実施する。

40

大山田郷土資料館企画展 教育委員会事務局

文化財課
大山田地域の文化や歴史遺産に触れ親しみ合う機会
づくりの提供

基本方針 計画時

37

史跡伊賀国庁跡にかかる文化
財ウォーク及び文化財講演会

教育委員会事務局

文化財課
史跡伊賀国庁跡は伊賀市坂之下に所在する古代伊賀
国の役所跡である。平成21年７月に国史跡に指定さ
れ、「保存管理計画」や「保存整備活用基本計画」の策
定、史跡内の公有化と保存整備事業を実施している。
史跡伊賀国庁跡や府中地区の歴史・文化の理解を深
め、文化財の保存と継承を図っていくため、文化財
ウォーク（秋）と文化財講演会（冬）を実施している。

計画時

38

文化財連続講座 教育委員会事務局

文化財課
伊賀市は古代伊賀国より都に隣接した地域であり歴
史や文化が豊かに残されている。数多く残された文化
財の保存と継承には地域の理解や協力が不可欠であ
り、身近な文化財等を題材としながら伊賀市の歴史や
文化を理解を深め、文化財の保存と継承を図りたい。

36

文化財特別公開 教育委員会事務局

文化財課
伊賀市は古代伊賀国より都に隣接した地域であり歴
史や文化が豊かに残されている。数多く残された文化
財の保存と継承には地域の理解や協力が不可欠であ
り、文化財の所有者等の協力により文化財の公開等
を実施し、伊賀市の歴史や文化を理解を深め、文化財
の保存と継承を図りたい。

天候に左右されずに実施できる方法を検討す
る。35

オオサンショウウオ観察会 教育委員会事務局

文化財課

満足度 21.1% 43.2%

参画度 15.2% 24.9%

6-6
定住・関係
人口

34

親子で歩こう！秋の城下町 教育委員会事務局

文化財課
上野城下町や上野天神祭に触れ親しみ合う機会づくり
の提供（上野天神祭県費補助の活用事業）

33

上野天神祭お囃子体験会 教育委員会事務局

文化財課
江戸時代から語り継がれてきた無形民俗文化財の継
承（上野天神祭県費補助の活用事業）

6-4
歴史・文化
遺産

満足度 58.8% 67.2%

32

いがまち３偉人展示 伊賀支所
振興課

文豪横光利一、俳聖松尾芭蕉、医学博士橋本策の偉
業を讃え、顕彰を行う。

満足度 43.2% 64.6%

参画度 44.6% 55.7%

6-3
文化・芸術31

文学振興事業 企画振興部
文化交流課

伊賀にゆかりの作家、作品の顕彰等を通じて、地域文
化としての文学の振興を図る。

（R2は事業計画なし）

（R2は事業計画なし）

（R2は事業計画なし）



2021（令和３）年度　伊賀市文化振興プラン　事業カード提出一覧（伊賀市） （令和３年12月13日現在）

【基本方針６】観光・産業との連携による文化芸術の全国発信（施策の方向Ⅰ 文化をツールとした地域活性化、Ⅱ 都市の文化的な顔づくり）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
6-Ⅰ 参加者数 アプリ利用者 アプリ利用者 アプリ利用者 継続

開催数 通年 2月 通年 中止・廃止
開催経費 - - - 他事業との組合せ
収入 - - -

6-Ⅰ 6-Ⅱ 参加者数 3,000人 3,000人 3,000人 継続
開催数 1回 1回 1回 中止・廃止
開催経費 1,000,000円 851,131円 1,500,000円 他事業との組合せ
収入 1,000,000円 1,000,001円 1,500,000円

【基本方針７】文化芸術を通した社会的課題への取り組み（施策の方向Ⅰ 社会参加のきっかけづくり、Ⅱ 協働の場の創造）
プラン R2 R2 R3 R3 R3 R3 市総合計画

№ 事業名 事業課 事業目的 実績 実績 目的達成度、課題など実施により感じたこと 方向性 施策 R1 R2 R3
1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 1,720人 390人 970人 継続
3-Ⅰ 7-Ⅰ 開催数 6回 2回 6回 中止・廃止
7-Ⅱ 開催経費 2,601,000円 2,143,000円 2,529,000円 他事業との組合せ

収入 0円 0円 0円
1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 300人 0人 300人 256人 継続
2-Ⅰ 7-Ⅰ 開催数 1回 0回 1回 1回
7-Ⅱ 開催経費 655,000円 18,000円 791,000円 771,094円

収入 - - 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 500人 視聴者 100人 100人 継続
7-Ⅰ 7-Ⅱ 開催数 1回 0回 1回 1回

開催経費 590,000円 174,000円 589,000円 151,000円
収入 - - 0円 0円

1-Ⅰ 2-Ⅰ 参加者数 2,000人 0人 2,000人 継続
7-Ⅰ 7-Ⅱ 開催数 1回 0回 1回 中止・廃止

開催経費 480,000円 0円 480,000円 他事業との組合せ
収入 0円 0円 0円

1-Ⅰ 1-Ⅱ 参加者数 300人 300人 300人 継続
2-Ⅰ 2-Ⅱ 開催数 1 1 1回 中止・廃止
7-Ⅰ 7-Ⅱ 開催経費 180,000円 86,019円 151,000円 他事業との組合せ

収入 0円 0円 0円

7-Ⅰ 7-Ⅱ 参加者数 200人 0人 200人 継続
開催数 1回 0回 1回 中止・廃止
開催経費 435200円 0円 435200円 他事業との組合せ
収入 0円 0円 0円

まちづくりアンケート
基本方針 計画時 計画時

52

ライトピアおおやまだ「梅まつり」 人権生活環境部
ライトピアおおやまだ

「一人ひとりを認め合い、地域がいきいきと輝く本当の
人権のまちづくりとは何かなどの要素を交えた演出と、
地域住民相互のふれあいや、語り合うことをとおして、
人権について学べる祭りの開催」という趣旨を大山田
から伊賀市全体に呼びかけていくこと。

51

やはた文化祭【作品展示会】 人権生活環境部

八幡町市民館
八幡町市民館、久米町市民館、木興町市民館及びし
ろなみ児童館、八幡町教育集会所では、１年を通して
活動してきた児童・生徒の学習や各種教室の成果発
表の場として開催することで、地域内での人権意識を
高め、周辺地域住民との交流を深める。

50

崇広中学校区地域ぐるみヒュー
マンフェスタ

人権生活環境部

八幡町市民館
学校・幼稚園・保育所（園）・家庭・地域が連携し、地域
ぐるみで相互の教育力を高める実践活動を行うことを
通じて、部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくし
ていくための豊かな人権感覚をもった子どもを育てると
ともに、教育関係者・保護者などの人権を尊重する意
識を高める。

来場形式から動画配信形式に変更した。イベン
トの開催形式について、今後も社会情勢に注意
し、市民の安心安全を第一に検討していく必要
がある。

満足度 45.2% 54.9%

参画度 29.6% 45.0%

5-2
同和問題

49

ひゅーまんフェスタ 人権生活環境部

人権政策課
「伊賀市人権尊重都市宣言」に則り、すべての市民の
人権が保障される明るく住みよい地域社会を築くため
に、市民一人ひとりが、さまざまな人権課題の解決に
向けて、さまざまな視点から学び、考え、行動するきっ
かけとなること

アンケート結果も好評。十分な対策を取りながら
規模や質を下げることなく実施できた。しかし開
催時期の変更（夏休み中）や舞台を中止したこ
とで、若い世代の参加が減少した。

49.0% 57.5%

満足度 43.8% 57.5%

参画度 32.1% 43.0%

5-1
人権尊重・
非核平和

48

いきいき未来いが開催事業 人権生活環境部

人権政策課
男女がともに、男女共同参画の意義・目的を学びあ
い、性別に関わらずあらゆる場へ参画できる社会の実
現をめざす。

47

人権を考える市民の集いほか
（差別をなくす強調月間中の人
権講演会等各地区つどい事業）

人権生活環境部

人権政策課
11月11日から12月10日の差別をなくす強調月間に、各
支所において人権講演会や人権コンサートを実施し、
市民の人権意識の高揚を図る。

まちづくりアンケート
基本方針 計画時 計画時

45

時のからくり伊賀上野城下町
（アプリ）

当市の主要な観光コンテンツは、上野公園内の伊賀
上野城と伊賀流忍者博物館の見聞中心の施設観光で
あるが、新型コロナウイルス対策として、３密を避けた
新たな忍者体験を楽しんでもらい、観光客の回流性を
高めることを目的とする

満足度 38.6% 53.0%

参画度

満足度 15.2% 32.8%

参画度 45.3% 49.6%

3-4
中心市街地
活性化

46

ライトアップイベントお城のまわ
り

産業振興部
中心市街地推進課

市街地の歴史的・文化的建造物等をライトアップする
ことで、地域資源のすばらしさを市民及び来街者に再
確認してもらう。

産業振興部
観光戦略課

3-1
観光


